
フ
ニ1..

ル
ベ

l
ル
と
オ
デ
ィ
ロ
ン

シ
ヤ
ル
ト
ル
司
教
フ
ユ
ル
ベ

l
ル
(
在
位
一

O
O
六
二
八
年
)

の
出
身
地
に

マ
ピ
ヨ
ン
が
提
唱
し
た
イ
タ
リ
ア
出
身
説
(
と
く
に

ロ
1
7
近
郊
出
身
説
)
が
長
い
あ
い
だ
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し

つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が

一
九
七

0
年
代
に
な
っ
て
F
・
ベ
ア
レ
ン
ズ
が
諸
史
料
の
綿
密
な
考
証
に
虫
っ
て
北

フ
ラ
ン
ス
出
身
説
を
唱
え
て
以
来
、
こ
れ
が
旧
説
に
取
っ
て
代
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ド

イ
ツ
の
定
評
あ
る
『
神
学
お
よ
び
教
会
辞
典
』
第
三
版
(
一
九
九
五
年
)
の
《
吋
ロ
5
0
ユ

J
N

・。
y
m
W
5
5田
》
の
項
目
を
執
筆
し
た
A
・
ベ
ツ
カ
!
は

フ
ユ
ル
ベ
ー
ル
は
多
分

北
フ
ラ
ン
ス
の
出
身
で
あ
る
と
言
い
、
第
二
版
(
一
九
六

O
年
)
の
執
筆
者
J
-
R
・

ガ
イ
ゼ
ル
マ
ン
の
ロ
l
l

マ
近
郊
出
身
説
を
訂
正
し
た
。
フ
ユ
ル
ベ

l
ル
の
生
年
も
定

か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
九
七

O
年
頃
(
ベ
ア
レ
ン
ズ

H
ベ
ツ
カ
1
説
)

で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
享
年
六
十
歳
前
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

フ
ユ
ル
ベ

l
ル
が
平
民
の
出

身
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
お
の
れ
自
身
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
向
作
の
詩
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。
自
分
が
司
教
職
に
就
い
た
の
は
「
富
や
血
統
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
」

「
貧
し
い
下
層
民
か
ら
取
り
立
て
ら
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
し
、
自
身
は
「
貧
し
い

両
親
か
ら
生
ま
れ
た
」
と
も
語
っ
て
い
る
。
青
年
時
代
に
ラ
ン
ス
で
ジ
ェ
ル
ベ

l
ル

の
下
で
学
ん
だ
の
ち
、
医
学
を
修
め
る
た
め
に
シ
ヤ
ル
ト
ル
に
行
っ
た
。
ま
も
な
く

フ
ユ
ル
ベ

l
ル
と
オ
デ
イ
ロ
ン
|
関
口

関

武

彦

口

こ
こ
で
教
え
は
じ
め
、
や
が
て
司
教
座
付
属
学
校
々
長
官
口
町
。
Z
Z片
c
p
g
m
m
-
Z
Z吋

田口
V
C
F
O
)

に
就
任
し
た
。

一
O
O
四
年
頃
、
助
祭
に
叙
階
さ
れ
て
司
教
座
聖
堂
参

事
会
員
に
な
っ
た
。
ベ
ア
レ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、

フ
ユ
ル
ベ

l
ル
の
最
も
重
要
な
直
接

的
影
響
は
、
そ
の
著
作
よ
り
も
む
し
ろ
教
育
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
す
ぐ
れ
た
弟
チ

を
養
成
し
た
点
に
あ
っ
た
と
い
う
。
門
下
生
の
一
人
に
ト
ゥ

l
ル
の
著
名
な
神
学
者

ベ
レ
ン
ガ
リ
ウ
ス
が
い
る
。
ミ
サ
に
お
け
る
全
質
変
化
を
否
定
し
て
象
徴
説
を
と
る

彼
は
、
聖
体
論
争
に
火
を
付
け
た
人
物
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
師
の
フ
ュ
ル
ベ

l
ル

向
身
は
新
プ
ラ
ト
ン
、
正
義
者
で
あ
っ
て
、
全
質
変
化
を
認
め
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な

立
場
に
た
っ
て
い
る
。
シ
ヤ
ル
ト
ル
司
教
ラ
ウ
ル
の
没
後
、
ロ
ベ
ー
ル
二
世
(
敬
度
主
)

の
推
薦
に
よ
り
後
継
者
に
選
出
さ
れ

一
O
O六
年
十
月
に
サ
ン
ス
大
司
教
レ
オ
テ

リ
ク
ス

(
在
位
一

0
0
0
二
三
年
)
に
よ
っ
て
司
教
に
叙
階
さ
れ
た
。

O 

八

年
四
月
十
日
に
世
を
去
る
ま
で
お
よ
そ
二
十
二
年
間
フ
ユ
ル
ベ
!
ル
は
司
教
の
地
位

に
あ
り
、
十
一
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
・
教
会
上
の
諸
問
題
に
関
与
し
た
の

で
あ
る
。

本
稿
の
円
的
は
、
教
皇
改
革
が
始
ま
る
直
前
の
時
代
を
知
る
上
で
最
も
重
要
な

史
料
の
一
つ
で
あ
る
フ
ユ
ル
ベ
1

ル
の
書
簡
集
を
手
掛
か
り
に
、
当
代
の
フ
ラ
ン
ス
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の
聖
俗
界
動
向
を
一
瞥
し
、
良
心
的
な
司
牧
者
で
あ
っ
た
フ
ユ
ル
ベ

l
ル
と
改
革

ク
リ
ユ
ニ

l
第
五
代
修
道
院
長
オ
デ
イ
ロ
ン

九
九
四
|
一

O
四
八
年
)
と
の
関
係
に
照
明
を
あ
て
る
こ
と
に
あ
る
。

修
道
制
を
代
表
す
る
人
物
、

(
在
位

フ
ユ
ル
ベ

i
ル
と
十
一
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
の
聖
俗
界
動
向

司
教
フ
ユ
ル
ベ
!
ル
が
手
紙
を
だ
し
た
俗
人
貴
族
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
王
ロ
ベ

l

ル
二
世
、

ア
キ
テ

l
ヌ
公
ギ
ヨ

l
ム
五
世
、

ノ
ル
マ
ン
デ
イ
公
リ
シ
ャ

l
ル
二
世
、

シ
ヤ
ル
ト
ル
伯
ユ
!
ド
二
世
、

ア
ン
ジ
ュ

l
伯
フ
ル
ク
H
ネ
ラ
、

そ
し
て
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
・
デ
ン
マ
ー
ク
王
ク
ヌ

l
ト
な
ど
が
い
る
。
こ
の
う
ち
シ
ヤ
ル
ト
ル
教
会

と
関
係
が
深
か
っ
た
の
は
、

ロ
ベ
ー
ル
二
世
、

ギ
ヨ

1
ム
五
世
の

ニエ

世

二
一
名
で
あ
る
。
順
を
お
っ
て
見
て
い
こ
う
。

国
王
司
教
座
の
司
教
と
し
て
フ
ユ
ル
ベ

i
ル
が
と
く
に
親
密
だ
っ
た
の
は
王
ロ

ベ
ー
ル
(
在
位
九
九
六
|
一

O
一
一
一
一
年
)

ロ
ベ
ー
ル
に
宛
て
た
書
簡
は

で
あ
る
。

十
五
通
を
か
ぞ
え
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
書
簡
総
数
の
一
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
彼

が
国
王
に
特
別
の
感
情
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
「
神
と
ロ
ベ
ー
ル
の
思
寵
に
よ
る

シ
ヤ
ル
ト
ル
司
教
フ
ユ
ル
ベ

l
ル
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。

王
は
「
正
義
の
奈
高
の
源
泉
」
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
助
け
、
異
端
者
を
し
り

ぞ
け
る
職
務
に
よ
っ
て
お
の
れ
の
救
い
を
全
う
す
る
。

フ
ュ
ル
ベ

l
ル
は
王
を
主

君
品
。

5
5
5
と
呼
び
、

み
ず
か
ら
を
院
下
虫
丸
O
ロ
由
あ
る
い
は
家
臣

E
σ
E
E聞
と

称
し
て
い
る
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
教
会
に
お
け
る
王
様
の
影
響
力
を
容
認
し
て
い
た
。

司
教
就
任
に
は
王
の
命
令
《

Z
2
5
5盟
国
》
と
管
区
司
教
の
同
意
《

gロ
由
自
由

5

8
5
8匂
0
2
5
2ロ
胃

o
E口
氏
包

E
B》
が
必
要
で
あ
る
と
、
土
張
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
原
則
で
あ
っ
て

フ
ユ
ル
ベ

l
ル
自
身
は
主
の
司
教
人
選
に
は

通
常
同
意
を
あ
た
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
パ
リ
司
教
座
に
、
あ
る
人
物
を
叙
任

し
た
い
と
の
王
の
要
請
に
フ
ユ
ル
ベ

l
ル
は
応
じ
た
。

そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に

説
明
す
る
。
「
こ
の
件
に
つ
い
て
我
々
は
議
論
を
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
陛

ド
は
我
々
の
同
意
を
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
神
の
前
に
善
い
と
恩
わ
れ
る
こ
と
に

た
い
し
て
我
々
は
陛
下
の
意
志
に
逆
ら
う
こ
と
は
し
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
」
。
フ
ユ

ル
ベ

l
ル
は
王
に
恭
順
の
態
度
を
と
り
つ
づ
け
た
が
、

そ
の
一
方
で
は
王
を
諌
め

る
こ
と
も
忘
れ
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
一

O
二
四
年
の
降
誕
祭
に
王
が
オ
ル
レ
ア

ン
に
諸
侯
を
宿
集
し
て
平
和
会
議
を
開
催
し
た
い
旨
を
知
ら
せ
て
き
た
と
き
に
、

フ
ユ
ル
ベ

l
ル
は
聖
務
禁
止
下
の
都
市
で
平
和
会
議
を
開
催
し
、
和
睦
の
ミ
サ
を

祝
う
こ
と
に
反
対
し
た
。
ま
ず
オ
ル
レ
ア
ン
司
教
オ
ド
ル
リ
ク
ス
と
和
解
し
て
、

聖
務
禁
止
を
解
い
て
も
ら
う
の
が
先
決
で
あ
る
。
当

n、
自
分
は
オ
ル
レ
ア
ン
近

親
日
王
の
も
と
に
伺
う
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
ロ
ベ

i

郊
の
修
道
院
に
宿
泊
し
、

ル
が
フ
ラ
ン
ス
に
血
の
雨
、
が
降
っ
た
と
の
噂
を
耳
に
し
て
、
こ
れ
が
実
際
に
起
つ

た
の
か
ど
う
か
、
も
し
も
事
実
だ
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
の
前
兆
な
の
か
、
古
今
の

文
献
に
あ
た
っ
て
調
べ
る
よ
う
に
フ
ュ
ル
ベ

l
ル
に
求
め
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

フ
ユ
ル
ベ
ー
ル
は
こ
れ
に
返
答
し
て
い
る
。
自
の
雨
が
降
っ
た
こ
と
は
パ
リ
で
も



サ
ン
リ
ス
で
も
ま
た
南
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦

乱
勃
発
か
疫
病
流
行
の
前
触
れ
で
あ
り
、
民
衆
が
災
難
に
あ
う
予
兆
で
あ
る
。
不
信

心
な
者
や
姦
淫
を
犯
す
者
が
す
み
や
か
に
そ
の
行
状
を
悔
い
改
め
な
い
な
ら
ば
、
彼

ら
自
身
が
血
の
海
に
う
も
れ
て
滅
び
去
る
で
あ
ろ
う
、
と
。
こ
れ
は
女
性
関
係
を
教

皐
か
ら
た
び
た
び
詰
責
さ
れ
た
ロ
ベ
ー
ル
王
へ
の
あ
て
こ
す
り
で
あ
り
、

王
の
行
状

を
遠
回
し
に
諌
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

十
世
紀
末
に
シ
ヤ
ル
ト
ル
伯
領
は
ブ
ロ
ワ
伯
領
に
併
合
さ
れ
た
。

フ
ュ
ル
ベ

l

ル
の
司
教
時
代
に
は
ブ
ロ
ワ
・
シ
ャ
ン
パ

l
ニ
ユ
伯
ユ

l
ド
二
世
(
在
杭
一

O
O
四

-
二
一
七
年
)
が
シ
ヤ
ル
ト
ル
伯
を
兼
ね
て
い
た
。
シ
ヤ
ル
ト
ル
伯
は
教
区
の
教
会

行
政
に
た
い
し
て
強
い
影
響
力
を
も
ち
、
修
道
院
長
の
叙
任
に
も
し
ば
し
ば
関
与
し

た
。
先
代
の
シ
ヤ
ル
ト
ル
伯
テ
イ
ボ

l
二
世
(
一

O
O
四
年
没
)
が
シ
ヤ
ル
ト
ル

の
サ
ン
H

べ
!
ル
白
色
己
匂
宵
o
修
道
院
長
の
人
事
に
介
入
し
、
こ
れ
が
修
道
院
の

シ
ス
マ
を
招
い
た
事
件
に
つ
い
て
は
改
め
て
触
れ
る
で
あ
ろ
う
。
テ
イ
ボ
!
が
サ
ン

H
O
へ
l
ル
修
道
院
を
訪
問
し
た
際
に
は
、
修
道
士
全
員
が
行
列
を
組
ん
で
彼
を
迎
え

た
の
で
あ
る
。
フ
ユ
ル
ベ

l
ル
が
司
教
の
と
き
に
シ
ヤ
ル
ト
ル
の
ボ
ン
ヌ
ヴ
ア
ル

∞
。
ロ
ロ

2
包
修
道
院
長
が
辞
任
し
た
の
で
、
修
道
士
た
ち
は
兄
弟
の
一
人
を
後
継
院

長
に
選
出
し
た
。
彼
ら
は
ま
ず
シ
ヤ
ル
ト
ル
伯
ユ

l
ド
に
叙
任
を
依
頼
し
た
。
伯
に

よ
る
叙
任
は
「
慣
湖
南
通
り
に
行
わ
れ
た
」
と
フ
ユ
ル
ベ
ー
ル
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の

あ
と
で
フ
ユ
ル
ベ

l
ル
向
身
が
新
院
長
を
叙
階
し
た
。
当
然
な
が
ら
彼
は
教
区
に
大

き
な
影
響
力
を
も
っ
実
力
者
の
利
害
に
は
敏
感
で
あ
っ
た
。

ロ
ベ
ー
ル
二
世
と
シ
ヤ

フ
ュ
ル
ベ

l
ル
と
オ
デ
イ
ロ
ン
i
関
口

ル
ト
ル
伯
ユ

l
ド
二
世
が
不
仲
に
な
り
、
王
が
ユ

l
ド
の
ベ
ネ
フ
イ
ス
を
没
収
し
ょ

う
と
し
た
と
き
、
彼
は
ベ
ネ
フ
イ
ス
没
収
の
恥
辱
を
こ
う
む
る
く
ら
い
な
ら
死
を
覚

悟
の
う
え
で
戦
い
抜
く
と
こ
た
え
た
。
ロ
ベ
ー
ル
宛
の
書
簡
を
代
筆
し
た
の
は
フ
ユ

ル
ベ

l
ル
で
あ
り
、
彼
も
ま
た
こ
の
と
き
に
は
ユ
!
ド
の
肩
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
キ
テ

l
ヌ
公
ギ
ヨ

l
ム
五
世
(
在
位
九
九

O

一
O
二一

O
年
)
に
た
い
し
て

も
フ
ユ
ル
ベ

l
ル
は
特
別
の
関
係
に
あ
っ
た
。
主
従
契
約
に
お
け
る
封
主
・
封
原
双

方
の
義
務
に
つ
い
て
説
明
し
た
一

O
二
O
年
の
ギ
ヨ

1
ム
宛
の
書
簡
は
広
く
知
ら

れ
て
い
る
。
誠
実
を
哲
っ
た
封
匝
が
銘
記
す
べ
き
い
ハ
つ
の
項
目
に
く
わ
え
て
、
彼
が

積
極
的
な
徳
川
と
し
て
「
助
言
と
助
力
」
《

2
5ロ
2
5
E
E
H阿
佐
ロ
自
》
を
あ
げ
て

い
る
の
は
重
要
な
点
で
あ
る
。
ギ
ヨ

l
ム
は
フ
ュ
ル
ベ

l
ル
の
学
識
を
尊
敬
し
て
お

り
、
シ
ヤ
ル
ト
ル
教
会
に
も
深
い
敬
意
を
よ
せ
て
い
た
。

一
O
二
O
年
九
月
に
シ
ヤ

ル
ト
ル
教
会
は
大
火
災
に
み
ま
わ
れ
て
カ
テ
ド
ラ
ル
が
崩
壊
し
た
。

そ
の
完
全
な

復
旧
は
フ
ユ
ル
ベ

l
ル
の
死
後
に
も
ち
こ
さ
れ
た
が
、

カ
テ
ド
ラ
ル
の
再
建
に
資

金
面
で
協
力
し
た
の
が
ギ
ヨ

i
ム
で
あ
る
。
フ
ユ
ル
ベ

l
ル
が
一

O
二
二
一
年
に
ロ
1
1

マ
巡
礼
か
ら
帰
国
す
る
と
、

ギ
ヨ

l
ム
は
彼
を
ポ
ワ
チ
エ
の
聖
ヒ
ラ
リ
ウ
ス
教
会

の
納
室
係
兼
会
計
係
《

F
2
2
5
E
S
E
E
-
a
m
E
5》
に
任
命
し
、

ア
キ
テ
l

ヌ
公
の
金
庫
蓄
に
す
え
た
。
こ
れ
は
フ
ユ
ル
ベ

l
ル
に
た
い
す
る
公
の
信
頼
の
深

さ
を
示
す
も
の
だ
。
彼
は
弟
子
の
ヒ
ル
デ
ガ

i
ル
を
ポ
ワ
チ
エ
に
遣
わ
し
て
ま
る

A

二
年
職
務
を
代
行
さ
せ
た
。

か
っ
た
こ
と
は
、

し
か
し
ヒ
ル
デ
ガ
!
ル
が
こ
の
仕
事
を
好
い
て
い
な

フ
ユ
ル
ベ

1
ル
に
宛
て
た
彼
の
手
紙
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
ギ
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ヨ
1
ム
五
世
は
敬
度
な
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
は
ま
た
イ
タ
リ
ア

王
位
獲
得
の
野
心
に
も
え
て
い
た
。

一
O
二
四
年
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
の
死
去
に
と

も
な
い
‘
イ
タ
リ
ア
の
王
位
継
承
問
題
が
浮
上
し
た
。

ロ
ン
パ
ル
デ
ィ

i
ア
の
一
部

の
聖
俗
諸
侯
が
ギ
ヨ

l
ム
と
彼
の
息
子
の
イ
タ
リ
ア
王
位
就
任
を
も
ち
か
け
た
の
で

あ
る
。
ギ
ヨ

l
ム
は
そ
の
中
心
人
物
の
一
人
、
ヴ
エ
ル
チ
エ
リ
司
教
レ
オ
に
協
力
を

も
と
め
た
。
そ
の
一
方
で
ギ
ヨ

l
ム
は
封
匝
ア
ン
ジ
ュ

l
伯
フ
ル
ク
H
ネ
ラ
を
通
し

て
ロ
ベ
ー
ル
二
世
に
も
働
き
か
け
、
高
地
ロ
タ
リ
ン
ギ
ア
公
フ
リ
l
ド
リ
ヒ
二
世
の

支
持
を
と
り
つ
け
よ
う
と
努
め
た
。
彼
に
コ
ン
ラ
l
ト
二
世
の
支
持
を
や
め
さ
せ
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。
も
し
も
こ
の
計
画
が
達
成
さ
れ
た
な
ら
ば

ロ
ベ
ー
ル
に
銀

貨
一
千
ポ
ン
ド
と
騎
士
用
マ
ン
ト
百
着
、
王
妃
コ
ン
ス
タ
ン
ス
に
銀
貨
五
百
ポ
ン
ド

を
与
え
る
と
約
束
し
て
い
る
。
し
か
し
半
年
後
に
は
、
ギ
ヨ

l
ム
は
垂
誕
の
的
で
あ

る
イ
タ
リ
ア
王
位
の
獲
得
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
ト
リ
l
ノ
辺
境
伯
マ

ン
フ
レ
1
デ
イ
宛
書
簡
の
中
で
、

A

叩
)

述
べ
て
い
る
。
レ
オ
は
ギ
ヨ

l
ム
に
慰
め
の
手
紙
を
書
い
た
が
、

ロ
ン
パ
ル
デ
ィ

l
ア
諸
侯
は
信
用
が
お
け
な
い
と

そ
の
末
尾
で
す
ば

ら
し
い
ラ
パ
一
頭
、
高
価
な
馬
鞠
一
式
、
立
派
な
掛
布
一
枚
を
要
求
し
て
い
る
。
し

た
た
か
な
ロ
ン
パ
ル
デ
ィ

l
ア
司
教
の
片
鱗
を
う
か
が
わ
せ
る
挿
話
で
あ
ろ
う
。
ギ

ヨ
l
ム
の
妻
ア
グ
ネ
ス
は
マ
コ
ン
伯
オ
ッ
ト
l
H
ギ
ヨ

l
ム
の
娘
で
あ
り
、
ギ
ヨ

l

ム
の
娘
は
の
ち
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
一
世
に
嫁
ぎ

ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
の
母
に
な
っ
た
同

名
の
ア
グ
ネ
ス
で
あ
る
。
ギ
ヨ

l
ム
の
従
匝
ア
ン
ジ
ュ

l
伯
フ
ル
ク
H

ネ
ラ
に
宛
て

た
書
簡
が
二
通
残
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
警
告
書
簡
で
あ
る
。
フ
ル
ク
が
匝
下
の

四

ヱ
と
一
緒
に
狩
猟
に
乏
か
け
た
寵
匝
ユ
!
グ
・
ド
・
ボ
l
ヴ
エ

を
王
の
面
前
で
殺
害
さ
せ
た
事
件
(
一

00ι
八
年
)
に
関
連
し
て
、
フ
ュ
ル
ベ

l
ル
は
、

騎
士
を
使
験
し
て
、

彼
が
た
だ
ち
に
出
足
し
て
お
の
れ
の
行
為
に
つ
い
て
釈
明
す
る
か
、

下
手
人
を
引
き

渡
す
か
の
い
ず
れ
か
を
せ
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
行
わ
な
い
と
き
に
は
三
週
間
後
に

破
門
を
宣
告
さ
れ
よ
う
、

と
。
フ
ル
ク
は
法
廷
で
弁
明
す
る
代
わ
り
に
、
恐
ら
く
は

罪
滅
ぼ
し
の
た
め
に
、
こ
の
直
後
に
聖
地
巡
礼
に
出
発
し
た
。
も
う
一
通
は
、
ト
ゥ
l

ル
大
司
教
の
領
地
侵
奪
に
た
い
し
て
、

フ
ル
ク
に
暗
鴨
川
非
を
果
た
す
よ
う
に
勧
告
し
た

書
簡
(
一

O
二
二
一
年
)

で
あ
る
。

フ
ュ
ル
ベ

l
ル
が
聖
界
人
に
宛
て
た
手
紙
の
大
多
数
は
司
教
に
発
給
さ
れ
て
い

る
が
、
修
道
院
長
に
宛
て
た
も
の
も
数
通
あ
る
。
受
取
人
の
司
教
は
十
六
の
司
教
照

に
ま
た
が
り
、
こ
の
う
ち
九
司
教
座
は
国
王
が
叙
任
権
を
も
っ
国
ヱ
司
教
座
で
あ
る
。

ル
・
マ
ン
の
座
を
の
ぞ
い
て
他
は
す
べ
て
サ
ン
ス
お
よ
び
ラ
ン
ス
管
区
に
属
す
る
。

ブ
ル
ジ
ュ
の
座
を
の
ぞ
き
ロ
ワ

l
ル
川
以
南
に
は
発
給
さ
れ
て
い
な
い
し
、
リ
ヨ
ン
、

ブ
ザ
ン
ソ
ン
管
区
の
司
教
に
も
送
付
さ
れ
て
い
な
い
。
総
数
四
十
八
通
の
う
ち
実
に

四
分
の
一
二

(
ゅ
二
十
六
通
)
が
サ
ン
ス
、
ラ
ン
ス
岡
管
区
の
可
教
に
発
送
さ
れ
た
。
と

く
に
日
立
つ
受
取
人
は
サ
ン
ス
大
可
教
(
フ
ュ
ル
ベ
!
ル
の
直
属
上
司
)
、

オ
ル
レ

ア
ン
司
教
、
お
よ
び
パ
リ
司
教
で
あ
る
。

ル
ア
ン
管
区
の
司
教
(
ル
ア
ン
、
リ
ジ
ュ
!
)

に
四
通
、
ト
ゥ

l
ル
管
区
の
司
教
(
ト
ゥ

i
ル
、
ア
ン
ジ
ェ
、

通
、
ブ
ル
ジ
ユ
大
司
教
に
三
通
が
発
給
さ
れ
て
い
る
。
十
世
紀
末
の
サ
ン
H
パ
ル
・

ル
・
マ
ン
)

ド
・
ヴ
エ
ル
ジ

l
m臼
ロ
寸
一
∞
白
回
目
。
乱
。
〈

2
4
と
シ
ェ
ル
の
宮
口

2
両
教
会
会
議
は
、



ガ
リ
ア
教
会
の
白
出
と
独
史
を
守
り
抜
こ
う
と
し
た
教
会
会
議
と
し
て
有
名
で
あ
る

が
、
会
議
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
サ
ン
ス
、
ラ
ン
ス
岡
管
区
の
司
教
で
あ
っ
た
。
リ
ケ

一
つ
の
思
い
」
(
使
徒
行
伝
四
・
二
一
一
一
)
で
行

動
す
る
こ
と
を
た
が
い
に
誓
い
あ
っ
た
と
い
う
。
同
教
会
会
議
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ユ

i

ル
に
よ
れ
ば
、

彼
ら
は

二
つ
の
心

グ
・
カ
ベ
、

ロ
ベ
ー
ル
二
世
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
て
お
り
、
出
席
し
た
討
教
は
王
権

を
強
化
し
、
教
会
法
の
解
釈
に
お
い
て
共
同
歩
調
を
取
ろ
う
と
努
め
た
。
十
一
世
紀

前
半
に
も
こ
う
し
た
傾
向
は
無
論
見
ら
れ
る
が
、

そ
れ
と
共
に
司
教
聞
の
緊
張
関
係

も
ま
た
フ
ュ
ル
ベ

l
ル
の
書
簡
か
ら
は
看
取
さ
れ
る
。

王
権
に
迎
合
的
で
定
見
の
な

い
サ
ン
ス
大
司
教
レ
オ
テ
リ
ク
ス
に
対
し
て
は
、
属
司
教
で
あ
り
な
が
ら
彼
は
と
き

に
厳
し
い
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
司
教
の
権
威
を
守
ろ
う
と
す
る
点
で
は
、

フ
ュ
ル

ベ
ー
ル
は
サ
ン
ス
、
ラ
ン
ス
両
管
区
の
同
僚
司
教
と
立
場
を
同
じ
く
し
た
。

し
か
し
、

の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、

フ
ル
リ
ー
や
ク
リ
ュ
ニ
ー
な
ど
の
改
革
修
道
制
と
連
動
し

な
が
ら
台
頭
し
て
き
た
教
皇
権
が
結
束
の
堅
い
両
管
区
の
司
教
に
も
微
妙
な
影
響
を

及
ぼ
し
始
め
て
い
る
。

両
管
区
の
司
教
相
互
の
情
報
交
換
は
聖
俗
両
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
教
会
の
敵
に

対
す
る
同
一
の
教
会
罰
適
用
へ
の
謝
意
、
教
会
領
を
略
奪
し
た
俗
人
貴
族
の
損
害
賠

償
約
束
の
通
知
、
他
教
区
に
居
住
す
る
シ
ヤ
ル
ト
ル
教
会
の
聖
職
者
保
護
の
依
頼
と

教
区
会
議
税
免
除
の
要
請
、
対
L
M
司
教
に
対
す
る
警
告
の
呼
び
か
け
、
反
抗
的
大
助

祭
に
対
抗
す
る
た
め
の
協
力
通
知
、
適
格
な
聖
別
司
教
選
定
の
た
め
の
忠
告
、
サ
ン

ス
管
区
外
の
司
教
(
ラ
ン
ス
、

リ
エ

l
ジ
ユ
)
に
宛
て
た
シ
ヤ
ル
ト
ル
の
学
生
の
推

フ
ユ
ル
ベ

l
ル
と
オ
デ
イ
ロ
ン
関
口

薦
状
、
ミ
サ
を
執
行
し
た
助
祭
の
処
分
問
題
、
婚
約
の
非
解
消
性
、
性
的
不
能
者
と

の
離
婚
の
合
法
性
、
俗
人
貴
族
の
再
婚
問
題
へ
の
提
言
、

そ
し
て
重
要
問
題
と
し
て

シ
モ
ニ
ア
司
祭
の
処
遇
、
修
道
院
の
司
教
権
免
属
特
権
に
対
す
る
批
判
な
ど
テ
ー
マ

は
多
岐
に
わ
た
る
。
司
教
問
の
協
力
と
連
携
を
志
向
す
る
こ
れ
ら
の
書
簡
の
ほ
か
に
、

司
牧
者
と
し
て
不
適
格
な
人
物
を
司
教
に
叙
階
し
た
こ
と
へ
の
疑
問
、
司
教
叙
階
式

ス

プ

デ

カ

ヌ

ス

シ
ヤ
ル
ト
ル
副
参
事
会
長
殺
宥
に
サ
ン

に
敢
え
て
出
席
し
な
か
っ
た
理
由
の
説
明
、

リ
ス
司
教
の
関
与
が
疑
わ
れ
る
事
件
の
真
相
究
明
と
い
っ
た
同
僚
司
教
に
刻
す
る
批

判
的
な
書
簡
も
存
在
す
る
。

修
道
院
長
に
宛
て
ら
れ
た
八
通
の
書
簡
の
う
ち
、

フ
ル
リ
l
修
道
院
長
ア
ボ
ン
と

ク
リ
ュ
ニ

l
修
道
院
長
オ
デ
イ
ロ
ン
に
宛
て
た
も
の
が
玉
通
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
の
ち
に
触
れ
る
で
あ
ろ
う
。

フ
ル
リ
l
修
道
院
長
ゴ
ズ
ラ
ン

(ユ

l
グ
・
カ
ベ
の

ロ
ベ
ー
ル
二
世
の
異
母
兄
弟
)
と
サ
ン
リ
メ
ダ
|
ル
・
ド
・
ソ
ワ
ソ
ン
修
道

院
長
リ
シ
ヤ
ー
ル
宛
の
書
簡
は
修
道
院
の
免
属
特
権
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

庶
子
、

れ
は
重
要
な
問
題
を
あ
つ
か
っ
て
お
り
、
少
し
立
ち
入
っ
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
O
O七
年
、
聖
ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
の
祝
日
が
間
近
に
せ
ま
っ
た
頃
に
、

オ
ル
レ
ア
ン

司
教
フ
ル
ク
は
修
道
院
長
ゴ
ズ
ラ
ン
の
許
可
を
得
な
い
で
フ
ル
リ
ー
を
訪
れ
、
こ
こ

で
ミ
サ
を
あ
げ
よ
う
と
し
た
。
修
道
士
に
扇
動
さ
れ
た
フ
ル
リ
i
の
町
衆
が
口
々
に

聖
ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
の
名
を
さ
け
び
な
が
ら
フ
ル
ク
の
入
院
を
阻
止
す
る
行
動
に
で
た

た
め
に
、

寸
教
と
そ
の
一
行
は
身
の
危
険
を
感
じ
て
逃
亡
し
た
。
こ
の
直
後
に
オ
ル

レ
ア
ン
に
教
会
会
議
が
召
集
さ
れ
、
サ
ン
ス
大
司
教
レ
オ
テ
リ
ク
ス
と
そ
の
属
司
教

五



山
形
大
学
紀
要
(
社
会
科
学
)
第
二
十
九
巻
第
二
号

は
、
会
誌
の
席
上
で
教
皇
特
許
状
を
朗
読
し
よ
う
と
し
た
ゴ
ズ
ラ
ン
に
破
門
を
言
い

渡
し
た
。

フ
ル
ク
に
宛
て
た
書
状
で
は

フ
ユ
ル
ベ

l
ル
は
当
会
誌
を
欠
席
し
た
が

司
教
団
の
決
議
を
支
持
し
て
い
る
c

も
し
も
ゴ
ズ
ラ
ン
が
フ
ル
ク
に
刻
す
る
不
服
従

の
叩
非
を
み
と
め
て
教
会
法
に
従
っ
て
同
教
へ
の
服
従
を
約
束
す
る
な
ら
ば
、
彼
を
赦

す
べ
き
で
あ
る
c

し
か
し
修
道
院
長
が
そ
の
倣
慢
す
戸
℃

2
E己
の
ゆ
え
に
カ
ノ

ン
法
的
服
従
す
戸

Z
2丘
c
gロ
C

ロ
片
山
》
を
拒
否
す
る
な
ら
ば
、
神
も
ま
た
彼
の
倣

慢
を
赦
さ
な
い
で
あ
ろ

と
ι

フ
ユ
ル
ベ
ー
ル
は
同
時
に
ゴ
ズ
ラ
ン
に
も
手
紙
を

書
い
て
彼
を
た
し
な
め
て
い
る
ι

あ
な
た

ゴ
ズ
一
フ
ン

は
『
型
ベ
ネ
一
デ
イ
ク
ト
の

戒
律
』
の
謙
遜
の
階
梯
(
同
第
七
市
)
を
第
一
二
階
ま
で
読
み
返
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

う
す
れ
ば
司
教
に
服
従
す
る
こ
と
の
正
当
性
が
理
解
で
き
よ
う
コ
二
の
服
従
の
伽
か

ら
あ
な
た
を
解
放
す
る
法
や
規
則
の
存
在
を
私
は
つ
い
ぞ
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と

書
き
送
っ
た
。
さ
ら
に
サ
ン
U
メ
ダ

i
ル
修
道
院
長
リ
シ
ャ

l
ル
と
ソ
ワ
ソ
ン
可
教

フ
ル
ク
の
あ
い
だ
に
免
属
問
題
が
生
起
し
た
と
き
に
、

フ
ユ
ル
ベ

l
ル
は
リ
、
ン
ャ

l

ル
に
戸
川
て
て
、

カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
誌
の
カ
ノ
ン
第
四
条
を
引
九
円
い
に
出
し
な
が
ら
修

道
院
長
は
教
区
寸
教
に
服
従
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い

可
教
の
権
威
を
守
ろ
う
と

す
る
フ
ユ
ル
ベ

i
ル
の
姿
勢
は
明
暇
で
あ
る
c

免
属
問
題
に
お
け
る
ブ
ユ
ル
ベ

l
ル

の
し
札
場
を
ふ
ま
え
て
ベ
ア
レ
ン
ズ
は
、
良
心
的
な
教
会
人
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
に
は

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
を
予
知
さ
せ
る
も
の
は
吟
ど
な
い
と
、
-K
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

フ
ュ
ル
ベ
!
ル
は
ロ
ー
マ
巡
礼
に
出
発
す
る
ま
え
に
、
シ
ヤ
ル
ト
ル
の
参
事
会
員
を

前
に
し
て
説
教
し
た
c

こ
こ
で
彼
は
、
持
き
人
間
は
必
し
き
人
間
の
悪
事
を
耐
え
忍

ノ¥

ば
な
/
¥
で
は
な
ら
ぬ
と
詰
っ
て
い
る
c

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
の
法
話
の
一
節
を
引
用

し
な
が
ら
、
必
し
き
人
聞
を
じ
っ
と
我
慢
で
き
な
い
者
は
者
き
人
間
で
は
な
い
の
で

あ
り
、
裁
き
を
神
に
委
ね
る
の
が
聖
職
者
の
と
る
へ
き
態
度
だ
と
い
う
の
で
あ
る
c

聖
俗
の
権
域
の
原
川
則
的
区
分
に
じ
V

っ
て
理
非
を
判
別
す
る
と
い
う
考
え
は
、

そ
も
そ

も
フ
ユ
ル
ベ

1
ル
に
は
な
か
っ
た
と
一
戸
わ
ね
ば
な
ら
な
い
口

前
述
し
た
よ
う
に
、
サ
ン
ス
、
ラ
ン
ス
岡
管
区
の
司
教
に
と
っ
て
も
教
良
椛
は
無

視
で
き
な
い
存
在
と
し
て
そ
の
影
響
力
を
高
め
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
ブ
ユ
ル
ベ

l

ル
の
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
じ
オ
ル
レ
ア
ン
可
教
に
選
問
さ
れ
た
オ
ド
ル
リ
ク
ス
は

ロ
i
マ
で
の
教
阜
に
よ
る
叙
階
を
希
望
し
て
い
た
が
、

フ
ュ
ル
ベ

1
ル
は
サ
ン
ス
管

民
の
名
誉
の
た
め
に
、
彼
を
説
得
し
て
印
身
が
司
教
に
叙
階
し
た
旨
を
サ
ン
ス
し
八
吋

教
に
川
抑
止
口
し
て
い

ま
た
俗
人
身
分
か
ら
ラ
ン
ス
大
司
教
に
選
刑
さ
れ
た
エ
パ
ル

ス
を
ト
ヘ
司
教
に
叙
階
す
る
な
ら
ば
、
教
白
石
の
詰
責
を
こ
う
む
る
お
そ
れ
が
な
い
か
と

危
倶
し
て
ブ
ユ
ル
ベ

i
ル
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て
き
た
属
司
教
が
い
た
c

彼
は
ミ

ラ
ノ
の
ア
ン
プ
ロ
シ
ウ
ス
、
オ
セ
ー
ル
の
ゲ
ル
マ
ヌ
ス
の
例
を
引
い
て
心
配
は
無
用

で
あ
る
と
伝
え
た
。
ハ
リ
ウ
ム
を
申
請
し
た
の
に
そ
れ
が
届
け
ら
れ
な
い
の
を
苦
に

し
て
降
任
ま
で
考
え
た
ト
ウ
ー
ル
大
司
教
に
た
い
し
て
は
、

正
当
な
理
山
な
し
に
教

{
円
十
が
バ
リ
ウ
ム
を
届
け
な
か
っ
た
と
き
に
は
大
司
教
を
辞
任
す
る
必
要
は
な
い
と

7
t
 

伝
え
て
い
る

P

こ
の
書
簡
は
一

O
二
四
年
前
半
の
も
の
だ
が
、
ハ
リ
ウ
ム
の
発
送
が

遅
れ
た
の
は
教
皇
ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
ウ
ス
八
世
の
逝
去
の
せ
い
で
あ
っ
た
。



教
皇
椛
の
浸
透
は
俗
人
貴
族
の
あ
い
だ
に
も
み
と
め
ら
れ
る
c

教
会
制
限
を
略
奪

し
、
殺
人
を
犯
し
、

二
人
の
聖
職
者
を
捕
虜
に
し
た
ロ
ド
ル
ブ
ス
な
る
伯
は
サ
ン
ス

管
区
の
教
会
会
誌
で
破
門
さ
れ
た
が
、
彼
は
法
伝
で
お
の
れ
の
打
為
に
つ
い
て
釈
明

す
る
の
を
避
け
て
ロ
ー
マ
に
行
き
、
教
息
か
ら
直
接
赦
免
し
て
も
ら
う
こ
と
を
思
い

つ
い
た
っ

フ
ユ
ル
ベ
ル
は
教
皇
ヨ
ハ
ネ
ス
十
八
世
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
教
白
川

が
彼
を
安
易
に
赦
し
て
信
徒
の
交
わ
り
の
う
ち
に
受
け
入
れ
な
い
よ
う
に
要
請
し

て
い
る
。
彼
は
日
書
簡
で
教
皇
を
一
教
会
全
体
の
世
話
を
委
ね
ら
れ
て
い
る
父
一
と

呼
び
、
教
会
を
迫
宵
す
る
者
は
教
阜
の
処
罰
を
恐
れ
て
そ
の
存
在
を
心
に
と
め
て
い

る
し
、
悪
人
に
虐
げ
ら
れ
た
者
は
教
阜
の
助
け
と
慰
め
を
期
待
し
て
元
気
を
取
り
戻

す
と
述
べ
て
い
る
c

教
白
主
白
杭
椛
に
つ
い
て
は
明
言
を
避
け
て
い
る
が
、
伯
ロ
ド
ル

フ
ス
の
口
!
マ
へ
の
直
訴
、

フ
ュ
ル
ベ
ー
ル
自
身
の
教
阜
観
か
ら
推
し
て
、
サ
ン
ス

管
区
の
聖
俗
人
に
と
っ
て
教
早
権
の
存
在
は
も
は
や
無
侃
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
た
と
い
え
よ
う
c

ア
ン
ジ
ュ
ー
伯
フ
ル
ク
が
数
々
の
流
巾
の
惨
事
を
ひ
き
お
こ
し

ヂ
一
、
ノ
」

ナ
/
ペ

υやし
V

「
地
獄
の
恐
怖
に
お
び
え
て
」
《

5
2
c
m
o
y
g口
問
。
叶

2
2
E毛
エ
ル
サ
レ

そ
の
上
領
内
に
修
道
院
を
建
伝
し
て
お
の
れ
の
良
心

を
鎮
め
よ
う
と
し
た
の
は
、
伯
ロ
ド
ル
フ
ス
の
事
件
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
。
彼

ム
の
救
世
、
h
の
墓
に
巡
礼
し
、

は
ト
ゥ
レ
!
ヌ
の
ロ
ツ
シ
ユ
城
近
郊
に
ボ
リ
ュ

l
・
レ
・
ロ
ツ
シ
ユ
回
。
同
己
5
5
3

序
回

I
F
c
n
Z田
修
道
院
を
設
い
は
し
、

そ
の
型
堂
型
別
を
ト
ウ
ー
ル
ト
八
吋
教
ユ

l
グ
に

T
臼
H

J

一一C

H
昨
占
申
や

1
L
中
/

し
か
し
フ
ル
ク
が
こ
れ
ま
で
ト
ゥ
!
ル
教
会
に
た
い
し
て
犯
し
た
数
々

の
悪
事
を
理
山
に

ユ
1
グ
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
れ

そ
こ
で
フ
ル
ク
が
思
い
つ
い
た

フ
ユ
ル
ベ
ー
ル
と
オ
デ
イ
ロ
ン
関
口

の
は
教
主
に
よ
る
聖
別
で
あ
っ
た

t

彼
は
み
ず
か
ら
口

l
マ
に
山
川
か
け
て
行
き
、
川
則

物
に
よ
っ
て
教
皇
を
能
絡
し
た
c

セ
ル
ギ
ウ
ス
回
世
は
れ
機
卿
べ
ト
ル
ス
な
ア
ン

ジ
ユ
に
遣
わ
し
、
教
県
代
坦
と
し
て
彼
に
聖
世
を
型
引
さ
せ
た
の
で
あ
る
r

こ
の

事
件
の

に
つ
い
て
は
ロ
ド
ル
フ
ス
・
グ
ラ
ベ
ル
が
詳
し
く
物
語
っ
て
い
る
こ

フ
ユ
ル
ベ
!
ル
向
身
は
改
革
修
道
制
に
好
意
的
で
あ
り
、
聖
職
者
倫
理
の
改
奔
に

大
き
な
関
心
を
よ
せ
て
い
た
口

フ
ル
リ

l
修
道
院
長
ア
ポ
ン
に
、

シ
ヤ
ル
ト
ル
の
サ

ン
U
U
へ
|
ル
修
道
院
の
悲
劇
的
な
で
き
ご
と
を
詳
納
に
報
告
し
て
い
る
c

修
道
院
長

ギ
ス
ベ
ル
ト
ゥ
ス
が
危
篤
に
陥
る
と
、
修
道
士
マ
ゲ
ナ
ル
ド
ウ
ス
は
ブ
ロ
ワ
に
い
た

シ
ヤ
ル
ト
ル
的
テ
イ
ボ
ー
の
も
と
に
赴
い
て
、
次
期
院
長
に
自
分
を
折
々
刊
す
る
よ
う

に
働
き
か
け
た
c

金
μ
聞
の
約
束
が
当
然
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
シ
ヤ
ル
ト
ル
伯
は
こ
れ

に
同
意
し
、
院
長
の
死
後
マ
ゲ
ナ
ル
ド
ウ
ス
に
司
牧
杖
吉
凶

2
H
Z
B
℃

E
Z
E
H乙

を
手
渡
し
て
修
道
院
長
に
叙
任
し
た
r

サ
ン
リ
ベ
ー
ル
の
修
道
士
二
十
名
は
こ
の
シ

モ
ニ
ア
行
為
に
以
発
し

マ
ゲ
ナ
ル
ド
ウ
ス
を
院
長
と
し
て
部
め
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
マ
ゲ
ナ
ル
ド
ウ
ス
は
管
区
外
の
ナ
ン
ト
司
教
へ
ル
ヴ
イ
ス
ス
に
よ
っ
て
修
道
院

長
に
叙
階
さ
れ
た
c

そ
の
成
後
に
修
道
士
全
員
が
修
道
院
を
退
去
し
た
「

ブ
ュ
ル

ベ
ー
ル
は
述
べ
て
い
る
亡
こ
う
し
た
状
況
に
あ
り
な
が
ら
父
と
し
て
の
愛
情
に
動
か

さ
れ

思
し
き
者
の
攻
撃
を
粉
砕
し
神
の
法
を

γ
る
た
め
に
し
リ
ち
上
が
り

途
方
に

暮
れ
て
い
る
者
に
希
望
を
取
り
尽
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
可
教
は
ガ
リ
ア
に
は
一

人
も
い
な
い
c

ガ
リ
ア
の
教
会
の
外
肢
が
崩
れ
落
ち
、
修
締
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て

も
、
少
な
く
と
も
今
ま
で
は
安
令
な
修
道
生
日
の
持
の
中
に
避
難
で
き
る
と
人
々
は

七



山
形
大
学
紀
要
(
社
会
科
学
)
第
二
十
九
巻
第
二
号

伝
じ
て
い
た

c

そ
こ
も
ま
た
盗
人
の
侵
入
に
よ
っ
て
こ
の
有
様
で
あ
る
コ

し
か
し
、

ど
う
か
あ
な
た
の
知
忠
と
愛
情
に
よ
っ
て
、
打
ち
の
め
さ
れ
た
修
道
士
を
励
ま
し
て

い
た
だ
き
た
い
、
と
c

フ
ユ
ル
ベ
ー
ル
は
改
革
修
道
制
を
「
強
固
な
約
」
《

b
E
E
B

口出百件。
z
c
E》
と
み
な
し
、

そ
の
旗
手
の
一
人
ア
ボ
ン
に
ん
き
な
期
待
を
よ
せ
て

、与」
C

L
7
 し
か
し
な
が
ら
、

ア
ボ
ン
は
こ
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
直
後
に
不
慮
の
最
期

を
と
げ
て
お
り

つ
い
に
救
い
の
手
を
差
し
仲
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

る
c

フ
ユ
ル
ベ
ー
ル
は
聖
職
者
の
倫
理
規
範
の
確
以
に
も
多
大
な
関
心
を
抱
い
て
い

た
E

金
銭
と
引
換
え
に
他
教
区
の
司
教
に
よ
っ
て
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
シ
モ
ニ
ア
寸

似
一
小
の
処
遇
に
つ
い
て
、
サ
ン
ス
大
吋
教
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
と
き
の
返
事
が

残
さ
れ
て
い
る
c

段
階
に
責
任
を
負
う
司
教
の
も
と
に
帰
寸
の
が
好
ま
し
か
ろ
う

が
、
も
し
も
彼
が
サ
ン
ス
教
会
に
情
ま
り
た
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
教
会
が

ら
わ
し
い
異
端
」
《

H
E
5
5己
μ
F
2
0
3乙
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
な
い
よ
う
に
彼
を

聖
職
停
止
に
処
す
る
べ
き
で
あ
る
。
第
十
一
ト
レ
ド
教
会
会
議
(
し
ハ
七
五
年
十
一

月
)
の
カ
ノ
ン
第
九
条
の
胤
定
に
の
っ
と
り

フ
ユ
ル
ベ
!
ル
は
以
下
の
忠
告
を

あ
た
え
て
い
る
と

資
格
剥
奪
か
ら
二
年
間
彼
を
晴
朗
岸
に
服
さ
せ
、
贈
川
非
期
間
が
満

了
し
た
な
ら
ば
、
彼
を
「
祭
共
と
祭
服
に
よ
っ
て
」

司
祭
の
地
位
に
一
段
さ
ね
ば
な

コミ
t
h

、、
c

F
J
/
c

し

一
教
会
法
は
再
洗
礼
と
再
叙
階
を
村
山
じ
て
い
る
」
《

5
Z℃
C
N
E
5
H
2
2

5
2門

戸

E
2
5ロ
E
D
2
2
2凶
0
5∞
5
5
E》
の
で
、
復
職
し
た
者
に
再
び
叙
階
す

一HH
~

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
c

こ
れ
は
き
わ
め
て
注
刊
す
べ
き

八

L
張
で
あ
る
ο

す
で
に
十
一
世
紀
初
頭
に
は

再
叙
階
が
カ
ノ
ン
法
に
抵
触
す
る

と
は
北
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
た
じ

ブ
ユ
ル
ベ
ー
ル
は
シ
モ
ニ
ア
を

汚
ら
わ
し
い
異
端
と
呼
ん
で
い
る
が
、

「
シ
モ
ニ
ア
里
山
相
」
《

2
5
0ロ
R
m
Y
E
2
6
2由》

な
る
用
語
は
、
教
県
改
革
期
に
多
用
さ
れ
た
常
套
句
で
あ
っ
た
と
そ
れ
は
カ
ト
り
ツ

ク
教
会
の
教
理
に
本
質
的
に
背
馳
す
る
本
来
の
異
端
と
は
性
質
を
異
に
す
る
じ
シ

モ
ニ
ア
呉
端
は
持
派
く
、
実
り
の
乏
し
い
、

不
法
な
叙
階
で
は
あ
る
が
、
叙
階
向

体
は
無
効
で
は
な
い
。

一
定
期
間
の
贈
非
を
果
た
し
終
え
た
な
ら
ば
、
叉
階
者
は

も
と
の
杭
階
に
正
式
に
復
帰
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
再
受
附
を
必
要
と
し

な
い
と
教
自
に
改
革
期
に
広
く
用
い
ら
れ
た
フ
レ
ー
ズ
《

C
E
E巳
5
同
ロ

Z
》
に
し

す
で
に

J
・
ジ
ル
ク
リ
ス
ト
が
検
証
し
た
よ
う
に
、

階
を
意
味
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
台
法
的
で
は
な
い
が
有
効
な
叙
階
な
の
で

て
も

文
字
通
り
無
効
の
叙

汚

の
ち
に
ベ
ト
ル
ス
・
ダ
ミ
ア
!
ニ
が
そ
の
『
シ
モ
ニ
ス
ト
叙
階
論
』

(
F
5
2

(

川

刊

)

{
〕

E
丘
町
田

H
5
5
)
に
お
い
て
シ
モ
ニ
ス
ト
叙
階
の
有
効
性
を
強
力
に
弁
護
す
る
が
、

あ
る
c

教
会
改
革
の
折
導
者
の
う
ち
で
フ
ン
ベ
ル
ト
ウ
ス
を
の
ぞ
け
ば
、
大
多
数
は
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
見
解
を
支
持
し
、
二
れ
が
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
c

争
効
論

と
人
効
治
の
正
出
切
っ
た
ト
ヘ
論
争
が
教
四
七
改
革
期
に
発
展
を
と
げ
る
可
能
性
は
低

か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
論
争
を
一
面
的
に
強
調
す
る
の
は
あ
や
ま
り
で
あ
る
と
一
一
同

コペ
4
1
j
h
Aよ
一
J

、ih

、0

4
4
斗
イ

1
i
J
/

井

F
J
/
L
1
V

司
教
刊
士
の
論
議
の
場
で
は
修
道
院
の
免
属
特
権
に
批
判
的
で
あ
っ
た
ブ
ユ
ル

へ
i
ル
が
何
人
的
に
は
改
革
修
道
制
に
好
意
を
よ
せ
て
い
た
}
」
と
は
す
で
に
述
べ



'-ゃ、
4

、

φ
/
仇
M

フ
ユ
ル
ベ

l
ル
と
オ
デ
イ
ロ
ン
の
関
係
を
と
り
あ
げ
る
次
z

草
に
お
い
て
、
こ

の
点
は
一
層
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
前
に
ロ
ベ
ー
ル
二
世
と
教
皇
維
と
の

関
係
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
九
九
八
年
末
な
い
し
理
年
初
頭
に
、
グ

レ
ゴ
リ
ウ
ス
五
世
は
ロ
ー
マ
に
教
会
会
議
を
召
集
し
た
。
ラ
ヴ
エ
ン
ナ
大
司
教
ジ
エ

ル
ベ
ー
ル
も
出
席
し
て
い
る
。
当
会
議
は
近
親
婚
を
理
由
に

ロ
ベ
ー
ル
と
妃
ベ
ル

タ
に
離
婚
を
命
じ
た
。
カ
ノ
ン
第
一
条
は
両
者
に
七
年
間
の
購
採
を
科
し
、
こ
れ
に

従
わ
な
い
と
き
に
は
ア
ナ
テ
マ
に
処
す
る
と
定
め
た
。
第
二
条
は
近
親
婚
に
同
意
し

た
ト
ウ
ー
ル
大
司
教
ア
ル
シ
ャ
ン
ボ
!
と
彼
に
く
み
し
た
司
教
を
、
釈
明
の
た
め
に

ロ
l
マ
に
出
頭
す
る
ま
で
聖
職
停
止
に
し
た
。
し
か
し
、
本
決
議
は
直
後
に
教
皐
が

急
死
し
た
た
め
に
実
行
に
移
さ
れ
ず
に
お
わ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

一O
O七

年
に
オ
ル
レ
ア
ン
司
教
フ
ル
ク
の
フ
ル
リ

l
修
道
院
な
入
り
問
止
事
件
の
あ
と
で
、

サ
ン
ス
管
区
の
教
会
会
議
が
召
集
さ
れ
た
。
席
上
、
修
道
院
長
が
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
五

世
の
特
許
状
を
朗
読
す
る
と
、
憤
慨
し
た
司
教
団
は
そ
れ
を
無
効
呼
ば
わ
り
し
て
火

に
く
べ
る
よ
う
に
命
じ
た
た
め
に
会
場
は
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
破
門
を
宣
告
さ
れ
た

ゴ
ズ
ラ
ン
は
急
逮
ロ

l
マ
に
行
き
、
事
件
を
教
皇
に
報
告
し
た
。
こ
れ
を
承
け
て
ヨ

ハ
ネ
ス
十
八
世
は
、
サ
ン
ス
大
司
教
レ
オ
テ
リ
ク
ス
と
オ
ル
レ
ア
ン
司
教
フ
ル
ク
の

阿
名
に
、
復
活
祭
ま
で
に
ロ

l
マ
に
出
頭
し
て
み
ず
か
ら
の
行
為
を
釈
明
す
る
よ
う

に
命
じ
た
。

ロ‘ベ

l
ル
に
た
い
し
て
は
教
皇
特
許
状
を
無
視
す
る
司
教
の
行
動
を
黙

認
し
た
責
任
を
問
い
、
両
司
教
に
ロ

1
7
出
頭
を
促
す
よ
う
に
も
と
め
た
。
も
し
も

王
が
協
力
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
事
件
の
当
事
者
だ
け
で
は
な
く
王
国
も
ま
た
ア
ナ

フ
ユ
ル
ベ

1
ル
と
オ
デ
イ
ロ
ン
関
口

テ
マ
を
科
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
ク
リ
ユ
ニ

i
修
道
院
の
免
属

特
権
の
無
効
を
宣
告
し
た
ア
ン
ス
教
会
会
議
(
一

O
二
五
年
)

の
決
議
に
対
抗
す
る

た
め
に

一
O
二
七
年
に
ヨ
ハ
ネ
ス
十
九
世
は
ク
リ
ユ
ニ

l
の
免
属
特
許
状
を
更
新

し
、
リ
ヨ
ン
大
」
同
教
ブ
シ
ャ

l
ル

マ
コ
ン
司
教
ゴ
ズ
ラ
ン

そ
し
て
王
ロ
ベ
ー
ル

に
書
簡
を
お
く
つ
た
。

ロ
ベ
ー
ル
宛
の
書
状
で
は
「
教
皇
に
と
っ
て
比
類
な
き
修
道

院
」
で
あ
る
ク
リ
ユ
ニ

l
の
所
領
保
護
に
万
全
の
注
意
を
払
う
よ
う
に
も
と
め
た
。

ク
リ
ユ
ニ
!
近
傍
に
い
か
な
る
人
物
、
諸

侯
、
公
も
城
・
緩
や
防
備
施
設
を
築
か
な
い
よ
う
に
命
令
し
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く

同
年
ロ
ベ
ー
ル
が
発
給
し
た
勅
書
は
、

教
白
玉
書
簡
に
促
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
教
阜
の
た
び
重
な
る
謹
責
や
要
請
に
よ
っ

て
ロ
ベ
ー
ル
は
次
第
に
修
道
士
の
忠
告
に
耳
を
か
す
よ
う
に
な
り
、
詞
教
団
と
は
距

離
を
お
く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
前
世
紀
末
に
ロ
ベ
ー
ル
が
召
集
し
た
シ
ェ
ル
教

会
会
議
は
、
ガ
リ
ア
の
教
会
を
教
皇
権
の
主
張
か
ら
守
る
た
め
に
可
教
の
協
力
を
求

め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
う
し
た
気
概
は
も
は
や
見
ら
れ
な
い
。
ド
・
セ
ル
テ
ン

や
プ
フ
イ
ス
テ
ル
は
、
王
ロ
ベ
ー
ル
が
司
教
よ
り
も
修
道
士
を
優
遇
し
た
と
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
は
と
く
に
ヱ
の
治
世
末
期
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
ラ
ン
司

教
ア
、
ダ
ル
ベ
ロ
ン
が
王
の
晩
年
に
『
王
ロ
ベ
ー
ル
に
捧
げ
る
詩
』
を
書
い
た
の
は
、

改
革
修
道
制
(
と
く
に
ク
リ
ユ
ニ
1

修
道
制
)

の
進
出
と
王
の
修
道
士
優
遇
に
よ
っ

て
、
ヱ
と
司
教
団
の
伝
統
的
な
関
係
が
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
を
憂
え
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
保
守
的
な
貴
族
出
身
司
教
ア
ダ
ル
ベ
ロ
ン
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
「
王
国
の

秩
序
の
変
革
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ロ
ベ
ー
ル
は
死
の
前
年
に
息
子
た
ち
の
反
乱
に

JL 
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号

悩
ま
さ
れ
た
。
軍
隊
を
率
い
て
ブ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
に
出
御
し
た
彼
が
以
乱
鎮
刊
の
た
め

に
仲
裁
と
助
一
一
同
を
求
め
た
の
は
サ
ン

1
ペ
ニ
ー
二
ユ

デ
イ
ジ
ョ
ン
)
修
道
院
長
ギ

ヨ
ー
ム
・
ド
・
ヴ
オ
ル
ビ
ア

1
ノ
で
あ
っ
た
。
ギ
ヨ
|
ム
は

ヨ
ぇ

l
l
L
h
t
コ
μ
〕

γ
ト

ノ

yノ
ー
ザ
ん
刊
に
J
7

汁
，
、
ヅ
J
h
L
V

し
と
き
に
両
親
に
加
え
た
不
正
と
侮
辱
の
報
い
を
い
ま
息
チ
た
ち
か
ら
受
け
て
い

る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
神
の
正
義
の
裁
き
で
あ
る
と
こ
た
え
て
い
る
c

ク
リ
ュ
ニ

l
第
四
代
修
道
院
長
マ
イ
ウ
ー
ル
の
弟
子
で
あ
っ
た
ギ
ヨ

i
ム
は
教

阜
の
信
頼
が
あ
っ
く
、
彼
向
身
し
ば
し
ば
教
県
に
直
言
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
。
ギ
ヨ

i
ム
の
伝
記
を
執
筆
し
た
ロ
ド
ル
フ
ス
・
グ
ラ
ベ
ル
は
述
べ
て
い
る
じ
イ

タ
リ
ア
に
シ
モ
ニ
ア
が
は
び
こ
っ
て
い
る
現
状
に
教
主
が
さ
し
て
関
心
を
示
さ
な

い
の
を
知
っ
て
、
彼
は
ヨ
ハ
ネ
ス
十
九
世
に
き
び
し
い
手
紙
を
届
け
た
一
一

l也
ぴコ
J;i王

世
の
光
で
あ
る
教
早
は
、
聖
職
先
買
の
長
延
を
も
っ
と
い
H
ベ
剣
に
憂
え
な
く
て
は
な

ら
ぬ
ゎ
教
白
石
の
背
後
に
い
る
多
数
の
信
徒
は
こ
れ
を
見
て
途
方
に
暮
れ
て
い
る
か
ら

だ
の
加

F

肢
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、

卜
流
で
謡
史
を
放
つ
の
は
当
然
で
あ
ろ
一

ぅ
。
司
教
職
を
買
う
の
は
天
罰
を
買
う
の
と
同
じ
で
あ
る
c

斧
を
手
に
し
て
一
婦
の
前

に
け
1

つ
審
判
者
の
姿
を
、
教
自
ょ
や
斗
町
教
は
つ
ね
に
念
頭
に
お
か
な
く
て
は
い
け
な

い
、
と
c

さ
ら
に
ギ
ヨ

l
ム
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ノ

l
ブ
ル
総
、

ι教
エ
ウ
ス
タ
テ
ィ

オ
ス
が
皇
帝
パ
シ
レ
イ
オ
ス
二
世
と
共
謀
し
て
東
方
帝
国
に
た
い
す
る
東
方
教
会

の
普
遍
性
《

5
ヨN
O
H
E日
岡
田
古
田
戸

0
0
5
乙
の
称
号
を
教
早
か
ら
予
に
入
れ
よ
う
と

し
た
い
事
件
(
一

O
二
四
年
)

に
も
干
渉
し
た
c

ギ
ヨ

l
ム
は
、
金
U

聞
の
誘
惑
に
屈

し
て
彼
ら
の
要
請
に
刊
立
し
な
い
よ
う
に
ヨ
ハ
ネ
ス
十
九
世
の
注
意
を
喚
起
し
た
わ

ロ
ー
マ
帝
国
の
権
力
は
今
で
は
幾
つ
か
の
王
務
の
ド
に
分
断
さ
れ
て
い
る
が
、

ロ
1
1

マ
教
早
だ
け
が
天
上
と
地
上
に
お
い
て
紫
、
ぎ
か
っ
解
く
ん
を
も
っ
普
遍
的
司
祭
長

一日

《
E比
〈
巾
吋
皿
山
町
田
出
口

2
2
0乙
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
、
と
。
現
存
す
る

フ
ユ
ル
ベ

l
ル
の
書
簡
の
中
に
は
、
彼
と
ギ
ヨ

i
ム
の
文
通
を
直
按
裏
づ
け
る
も
の

は
な
い
ο

し
か
し
二
人
が
手
紙
を
交
わ
し
た
可
能
性
は
あ
る
じ

ギ
ヨ

l
ム
が
祖
先
の

地

ロ
ン
パ
ル
デ
ィ

l
ア
の
フ
ル
ツ
ト
ゥ
ア
リ
ア
に
修
道
院
を
建
設
し
た
と
き
に

そ
の
制
建
文
書

。
一
七
年
出
)

の
副
何
者
人
の
中
に
、

ク
リ
ュ
ニ

l
修
道
院
長
オ

デ
ィ
ロ
ン
vy一
枚
ん
で
シ
ヤ
ル
ト
ル
司
教
フ
ユ
ル
ベ
1

ル
の
名
前
が
見
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
十
一
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
の
司
教
で
、
教
会
の
現
状
を
深
く
憂
慮
し
た

者
は
例
外
な
く
べ
ネ
デ
イ
ク
ト
修
道
制
に
関
心
を
よ
せ
て
い
た

f

修
道
生
活
へ
の
思

い
が
い
つ
も
彼
ら
の
念
頭
を
離
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
わ

フ
ユ
ル
ベ

i
ル
も
そ
の
一

人
で
あ
り
、

ク
リ
ユ
ニ
!
と
オ

J

ナ
イ
ロ
ン
へ
の
傾
倒
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る

η

フ
ユ
ル
ベ

l
ル
と
オ
デ
ィ
ロ
ン

フ
ユ
ル
ベ
ー
ル
が
ク
リ
ユ
ニ

l
修
道
院
長
オ
デ
イ
ロ
ン
に
宛
て
た
書
簡
は
令
部

で
四
通
が
知
ら
れ
て
い
る
c

こ
の
ほ
か
に
ク
リ
ユ
ニ
!
?
修
道
士
と
忠
わ
れ
る
人
物
に

差
し
刊
し
た
手
紙
が
一
通
あ
る
n

ブ
ユ
ル
ベ

l
ル
は
ク
リ
ユ
ニ
ー
の
訪
問
を
切
望
し

て
い
た
こ
と
が
書
状
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
が
、
シ
ヤ
ル
ト
ル
教
会
の
し
八
一
火
災
、
教

区
の
内
紛

周
辺
の
治
安
の
出
化
な
ど
の
た
め
に
つ
い
に
訪
問
は
叶
わ
な
か
っ
た
。



「
い
つ
か
事
情
が
許
す
な
ら
ば
、
ま
こ
と
に
神
が
住
ん
で
お
ら
れ
る
あ
な
た
の
修
道

士
の
も
と
を
訪
ね
て
、
私
の
救
い
の
た
め
に
神
託
と
し
て
の
助
言
を
仰
ぎ
た
い
」
と

ま
で
一
言
っ
て
い
る
。

一
通
は
シ
ヤ
ル
ト
ル
教
会
の
所
領
が
シ
ヤ
ト
l
ダ
ン
副
伯
と
そ

の
騎
士
の
一
党
に
略
奪
さ
れ
て
多
大
な
損
害
を
こ
う
む
っ
た
事
情
を
オ
デ
イ
ロ
ン

に
報
告
し
た
書
簡
で
あ
る
。
某
ク
リ
ユ
ニ

l
修
道
士
に
宛
て
た
手
紙
で
は
、
こ
れ
ま

で
ク
リ
ユ
ニ

l
訪
問
を
延
期
し
て
き
た
が
、
訪
問
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
は
変
わ

り
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

フ
ユ
ル
ベ

l
ル
は
こ
こ
で
オ
デ
イ
ロ
ン
を
「
あ
の
修
道

土
た
ち
の
聖
な
る
大
天
使
」
《
邑
∞

E
ロ
2
5
5
0ロ
2
V
Bロ
g
m尽
}
岡
田
口
哲
宮
田
》
と

呼
ん
で
い
る
。
こ
の
有
名
な
形
容
辞
は
、
の
ち
に
ク
リ
ユ
ニ

l
修
道
士
ヨ
ト
サ
ル

ド
ウ
ス
が
そ
の
オ
デ
イ
ロ
ン
伝
の
中
で
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ユ
ル
ベ

i
ル

は
、
シ
ヤ
ル
ト
ル
司
教
に
選
出
さ
れ
て
以
来
、
果
た
し
て
自
分
は
こ
の
責
任
あ
る
ポ

ス
ト
を
引
き
受
け
る
に
足
る
人
聞
か
ど
う
か
を
つ
ね
に
向
問
し
て
い
た
。
彼
は
自
作

の
詩
の
中
で
、
富
や
生
ま
れ
と
関
係
な
く
貧
し
い
庶
民
か
ら
選
ば
れ
て
司
教
に
な
っ

た
こ
と
を
キ
リ
ス
ト
の
特
別
の
は
か
ら
い
と
信
じ
て
い
る
の
で
、
自
身
の
罪
深
い
生

活
を
承
知
の
上
で
、
主
か
ら
は
っ
き
り
し
た
合
図
が
示
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
は
、
こ
の

地
位
に
留
ま
る
こ
と
に
し
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
一

O
一
二
年
頃
に
主
円
か
れ
た

一
書
簡
は
息
子
と
し
て
父
オ
デ
イ
ロ
ン
に
語
り
か
け
た
。
私
は
自
身
の
仕
事
に
は
不

向
き
の
人
間
で
あ
る
が
、
公
務
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
あ

な
た
の
助
言
と
助
力
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
司
教
の
責
務
を
放
来
し
な
い
の
だ
と
い

(
朋
}

う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
、
と
。
さ
ら
に
フ
ユ
ル
ベ

1
ル
は
別
の
機
会
に
司
教

フ
ュ
ル
ベ

l
ル
と
オ
デ
イ
ロ
ン
l
関
口

活
動
に
つ
い
て
オ
デ
イ
ロ
ン
に
助
言
を
も
と
め
、
司
教
と
し
て
の
向
分
の
振
舞
い
を

ク
リ
ュ
ニ

l
修
道
院
長
が
い
か
に
評
価
し
て
い
る
の
か
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
彼

は
向
分
向
身
に
た
い
す
る
忌
惜
の
な
い
批
評
を
オ
デ
イ
ロ
ン
に
求
め
た
の
で
あ
る
ロ

十
一
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
良
心
的
な
司
教
が
、

モ
ラ
ル
の
判
定
者
と

し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
み
な
し
て
い
た
の
が
ほ
か
な
ら
ぬ
ク
リ
ユ
ニ

l
修
道

院
長
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
す
る
オ
デ
イ
ロ
ン
の
返
答
書
簡
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

非
常
に
興
味
深
い
内
容
な
の
で
そ
の
全
文
を
以
ド
に
紹
介
し
た
い
。

「
い
と
も
気
高
き
友
よ
、
あ
な
た
の
忠
実
な
聖
職
者
の
一
人
に
よ
っ
て
我
々
に
も

た
ら
さ
れ
た
質
問
と
は
一
体
い
か
な
る
意
味
な
の
で
し
ょ
う
か
?

私
は
こ
れ
ま
で

非
難
の
余
地
が
な
い
あ
な
た
の
振
舞
い
に
つ
い
て
助
言
す
る
よ
う
に
頼
ま
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
不
相
応
な
私
が
あ
な
た
の
生
活
の
寄
判
者

E
P同
己
E
o
z
g可
思
に

な
る
の
を
お
望
み
な
の
で
し
ょ
う
か
?

じ
っ
さ
い
閣
に
覆
わ
れ
、
包
み
隠
さ
れ
た

円
は
天
空
の
輝
き
と
昼
座
を
は
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
あ
な
た
を

大
空
の
輝
き
と
昼
、

そ
れ
も
明
け
の
明
星
と
呼
ぶ
で
し
ょ
う
。
預
一
マ
ロ
者
、
ダ
ニ
エ
ル
が

述
べ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
『
知
忠
者
た
ち
は
大
空
の
輝
き
の
よ
う
に
き
ら

め
き
わ
た
り
、
多
く
の
人
に
正
義
を
教
え
た
者
は
、
永
遠
に
、

か
ぎ
り
な
く
、

足
σコ

よ
う
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
』
(
ダ
ニ
エ
ル
二
一
・
三
)
と
c

あ
な
た
の
卓
抜
さ
を

我
々
は
ふ
さ
わ
し
く
考
量
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

そ
の
あ
な
た
を
我
々
が

軽
々
し
く
判
断
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
?
無
知
の
闇
に
覆
わ
れ
、

お
の
れ
向
身
さ
え

も
見
極
め
ら
れ
な
い
我
々
は
、
義
人
の
生
活
に
判
断
を
下
す
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で

イ日
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す
む
す
べ
て
の
者
が
あ
な
た
を
称
賛
に
悼
す
る
人
と
み
な
寸
で
し
ょ
う
か
ら
、
あ
な

た
に
つ
い
て
何
か
を
諮
る
よ
り
も
賛
砕
を
述
べ
る
方
が
幸
せ
で
し
ょ
う
。
我
々
の

限
ら
れ
た
知
力
で
は
、
も
し
も
神
の
言
葉
が
す
ぐ
に
心
に
浮
か
ん
で
こ
な
か
っ
た
な

ら
ば
、
我
々
は
あ
な
た
の
質
問
の
章
一
み
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
し
ま
っ
た
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
は
い
か
な
る
点
に
お
い
て
も
福
音
の
人
口
問
巾
戸
口
包
括
。
町
内

E
で
す
か
ら
よ

く
ご
存
じ
で
し
ょ
う
が
、
生
命
と
救
い
の
Lf
は
信
徒
に
手
本
を
一
ボ
す
た
め
に
、

ブ
ィ

リ
ッ
ホ
の
カ
エ
サ
レ
ア
に
お
で
か
け
に
な
っ
た
と
き
に
、
弟
ノ
ナ
た
ち
に
尋
ね
ら
れ
た

の
で
す
c

『
人
々
は
人
の
子
を
誰
だ
と
一
一
一
同
っ
て
い
る
の
か
っ
』
(
マ
タ
イ
一
ぃ
ハ
・
一
二
)

と
。
そ
し
て
少
し
あ
と
で
『
あ
な
た
た
ら
は
私
を
誰
だ
と
思
う
の
か
っ
』
(
マ
タ
イ

一
六
・
一
五
)

と
に
誰
も
知
ら
ず
、

ま
た
な
に
ご
と
も
お
見
通
し
の
か
の
人
は
、
向

身
が
な
に
も
知
ら
な
い
か
の
よ
う
に
質
問
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

し
た

が
っ
て
教
会
合
っ
か
さ
ど
る
者
は
、
誰
で
あ
れ
、

人
々
が
向
身
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
語
り
、
考
え
て
い
る
の
か
を
日
「
の
者
に
尋
ね
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
も

彼
が
お
の
れ
に
つ
い
て
者
き
こ
と
を
耳
に
し
た
な
ら
ば
、
彼
は
神
に
感
謝
す
べ
き
で

す
。
品
川
き
こ
と
は
す
べ
て
神
に
山
来
す
る
か
ら
で
す
。
神
が
望
む
な
ら
ば
、
彼
は
一

協
府
ル
強
く
幸
せ
な
み
ち
を
歩
む
べ
き
で
す
c

そ
う
す
れ
ば
シ
オ
ン
に
お
い
て
村
を
見

る
で
し
ょ
う
(
詩
篇
八
一
一
・
八
)
。

し
か
し
、
彼
が
も
し
も
お
の
れ
に
つ
い
て
一
忌
し
き

こ
と
を
耳
に
し
た
な
ら
ば
、
悔
い
改
め
て
今
後
、
議
ハ
を
な
す
よ
う
に
孜
々
と
し
て
肋

ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
こ
の
勧
告
に
に
促
さ
れ
て
、
山
守
識
あ
る
者
の

範
に
倣
っ
て
、

お
の
れ
に
つ
い
て
お
尋
ね
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
我
々
は
あ
な
た

十

の
蹄
け
る
英
知
、
純
粋
な
る
伝
仰
、
誠
実
な
る
勤
勉
を
称
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
で

ー
し
ト
l

下
、
つ
ノ
C

な
る
ほ
ど
点
実
は
い
ず
れ
明
ら
か
に
な
り
ま
す
が

そ
れ
が
無
知
で
無
学

な
者
に
山
来
す
る
と
き
に
は
、
神
を
υ
廿
ば
せ
る
こ
と
も
位
を
厭
う
こ
L
」
も
で
き
ま
せ

ん
。
私
は
い
ま
述
べ
た
こ
と
を
他
の
機
会
に
も
は
っ
き
り
申
し
上
げ
ま
し
た
c

こ
れ

は
私
が
追
従
に
よ
っ
て
だ
ま
さ
れ
、
欺
か
れ
た
か
ら
で
も
、
賛
砕
や
金
銭
に
よ
っ
て

報
わ
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
も
な
い
の
で
す
ら

私
が
心
か
ら
伝
じ

望
ん
で

い
る
こ
と
を
日
に
刊
す
こ
と
に
私
は
い
さ
さ
か
も
た
め
ら
い
を
感
じ
て
い
な
い
か

ら
で
寸

ι

も
し
も
あ
な
た
が
私
を
お
べ
っ
か
使
い
と
判
断
な
さ
る
な
ら
ば
、
円
わ
が

子
よ
、
起
し
き
者
が
あ
な
た
を
誘
惑
し
て
も
そ
れ
に
従
う
な
か
れ
」
一

一-一

O
)

の
型
句
に
立
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
心

我
々
が
称
賛
に
似
す
る
と
信
ず
る
者
を
称
え
た

と
し
て
も
岸
を
犯
し
た
こ
ど
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

E 弓j

向

聖
書
も
述
べ
て
お
り

分
の
口
で
は
な
く
、
他
人
の
口
で
あ
な
た
を
ほ
め
さ
せ
よ
』
(
後
二
日
二
七
・
二
)
と
と

も
し
も
誰
か
が
「
人
が
生
き
て
い
る
あ
い
だ
は
彼
を
称
賛
す
る
な
か
れ
』
(
集
会
書

一
-
一
一
八
)
と
い
う
聖
書
の
言
葉
を
論
拠
に
異
議
を
申

L
G
て
る
な
ら
ば
、

む
ろ

ん
弘
は
、
、
れ
に
同
青
山
い
た
し
ま
す

な
ぜ
な
ら
あ
な
た
は
こ
の
世
の
生
活
に
た
い

し
て
は
死
ん
で
お
ら
れ
る
か
ら
で
す
c

「
あ
な
た
た
ち
は
死
ん
だ
者
で
あ
っ
て
、

そ

の
生
命
は
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
神
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
』
(
コ
ロ
什

イ
二
一
・
一
二
)
と
使
徒
も
述
べ
て
お
り
ま
す
口
あ
な
た
は
言
柴
と
わ
ざ
に
お
い
て
使
徒

と
と
も
に
一
百
う
で
し
ょ
う
れ
一
町
私
た
ち
は
生
き
る
の
も
、
ー
に
の
た
め
に
生
き
、

死
ぬ
の

も
)
ト
仁
の
た
め
に
死
ぬ
口
一
生
き
る
も
死
ぬ
も
、
私
た
ち
は
、
ド
に
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
』



(ロ

1
7

一
四
・
八
)
。
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
親
愛
な
る
友
よ

一
人
の
聡
明
な

人
物
(
セ
ヴ
ィ

l
リ
ヤ
司
教
イ
シ
ド

l
ル
ス
)
が
語
っ
て
い
ま
す
。
『
人
は
自
身
の

心
以
外
の
す
べ
て
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
自
身
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き

ご
、
0

4
J

一'uv

彼
が
い
ず
こ
に
行
こ
う
が

彼
の
良
心
は
つ
ね
に
彼
に
つ
い
て
ま
わ
る
か
ら

で
あ
る
』
。
使
徒
パ
ウ
ロ
は
述
べ
て
い
ま
す
。
『
人
の
中
に
あ
る
霊
の
ほ
か
に
、
誰

が
人
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ょ
う
か
』
(
コ
リ
ン
ト
前
二
・
一

一
)
。
励
ま
し
の
た
め
に

な
に
か
を
申
し
上
げ
た
い
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
主
か
ら
受
け
た
塗
油
に
よ
っ
て

す
べ
て
に
精
通
し
て
お
ら
れ
る
方
に
、
無
知
な
る
者
が
教
え
を
説
く
べ
き
で
あ
り

ま
し
ょ
う
か
?

福
音
書
の
一
節
だ
け
を
最
後
に
引
用
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
『
あ
な

た
に
足
り
な
い
の
は
一
つ
の
こ
と
だ
け
で
す
』
《
〉
門
医
ロ
ロ

E
E
B
t
z
ι
2巴
》
(
ル

カ
一
八
・
二
ニ
)
。
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
は
あ
な
た
ご
向
身
が
よ
く
ご
存
じ
の
は
ず
で

す
。
ご
機
嫌
ょ
う
。
祈
り
に
お
い
て
我
々
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
」
。

オ
デ
イ
ロ
ン
は
フ
ユ
ル
ベ
1

ル
の
難
題
を
み
ご
と
に
切
り
抜
け
た
の
で
あ
る
。
キ

リ
ス
ト
の
先
例
を
引
き
合
い
に
だ
し
、
聖
書
か
ら
ふ
ん
だ
ん
に
引
用
し
つ
つ
、

フ
ニエ

ル
ベ

l
ル
の
模
範
的
な
生
活
を
称
え
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
修
道
士
と
し
て
そ

の
輝
か
し
い
生
涯
を
締
め
く
く
る
よ
う
に
勧
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
偉
大
な
シ
ヤ
ル

ト
ル
司
教
に
た
い
し
て
も
、
救
済
に
い
た
る
確
実
な
み
ち
は
ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
修
道
士

に
な
る
よ
り
ほ
か
に
は
な
い
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
ク
リ
ユ
ニ

l
修

道
院
長
の
確
信
は
微
動
だ
に
し
て
い
な
い
。
ク
リ
ユ
ニ

i
修
道
士
の
真
面
日
が
こ
こ

に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
オ
デ
イ
ロ
ン
自
身
、

か
つ
て
オ

l
ヴ
エ
ル
ニ
ユ
の
サ
ン
H

フ
ユ
ル
ベ

l
ル
と
オ
デ
イ
ロ
ン
!
関
口

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ド
・
ブ
リ
ウ
ド
参
事
会
員
で
あ
っ
た
が
、

二
一
十
歳
に
近
い
彼
を
「
魂

の
い
兵
の
救
い
」
《
〈

O
E
R旨
ロ
巳

Z
E
E
-
g》
の
た
め
に
回
心
さ
せ
た
の
は
ほ
か
な

ら
ぬ
ギ
ヨ
!
ム
・
ド
・
ヴ
オ
ル
ピ
ア

l
ノ
で
あ
っ
た
。
ロ
ベ
ー
ル
二
世
ド
で
社
会
秩

序
の
変
革
を
ひ
き
お
こ
し
た
張
本
人
と
し
て
オ
デ
イ
ロ
ン
と
ク
リ
ュ
ニ

1
修
道
士

を
痛
烈
に
批
判
し
た
ラ
ン
討
教
ア
ダ
ル
ベ
ロ
ン
は
、

死
後
、
彼
の
希
望
に
従
っ
て
ラ

ン
に
あ
る
最
大
の
ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
系
修
道
院
、
サ
ン
日
ヴ
ア
ン
サ
ン
に
埋
葬
さ
れ
た

(一

O
二
一
二
年
)
。
一

O
二
五
年
六
月
の
ア
ン
ス
教
会
会
議
で
免
属
問
題
を
め
ぐ
っ
て

オ
デ
イ
ロ
ン
と
は
げ
し
く
刻
在
し
た
マ
コ
ン
司
教
ゴ
ズ
ラ
ン
も
五
年
後
に
マ
コ
ン
司

教
を
辞
任
し
て
ク
リ
ユ
ニ
!
の
誓
願
修
道
士
に
な
り

一
04
二
二
年
に
こ
こ
で
生
探

を
閉
じ
て
い
る
。
彼
の
名
は
ク
リ
ユ
ニ

l
修
道
院
の
周
年
記
念
椋
名
簿
に
登
載
さ
れ

た
。
十
一
世
紀
前
半
の
教
会
人
が
お
の
れ
の
魂
の
救
済
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
す
と

き
、
彼
は
何
を
決
断
し
た
の
か
が
、
こ
う
し
た
事
例
に
ぷ
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

フ
ユ
ル
ベ

l
ル
の
死
後
、

シ
ヤ
ル
ト
ル
の
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
か
ら
発
送
さ
れ

た
二
一
通
の
害
状
が
書
簡
集
の
最
後
に
収
録
さ
れ
、
後
継
者
選
出
を
め
ぐ
る
シ
ヤ
ル
ト

ル
教
会
の
混
迷
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
。

一
通
は
サ
ン
ス
大
司
教
レ
オ
テ
リ
ク
ス
に
宛

て
た
も
の
で
あ
る
。
可
教
照
聖
堂
参
事
会
員
が
選
出
し
た
討
教
候
補
(
参
事
会
長
ア

ル
ベ
ル
ト
ウ
ス
)
を
二
人
の
助
祭
を
通
じ
て
サ
ン
ス
大
司
教
に
報
告
し
、

ヱ
ロ
ベ
|

ル
に
も
サ
ン
H

ド
ニ
修
道
院
の
二
人
の
修
道
士
を
介
し
て
通
知
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ヱ
は
カ
ノ
ン
法
上
の
手
続
き
を
無
視
し
て
、
独
断
で
テ
オ
デ
リ
ク
ス
な
る
人
物

十



山
形
大
学
紀
要
(
社
会
科
学
)
第
二
十
九
巻
第
二
号

を
司
教
に
任
命
し
、
サ
ン
ス
ト
八
剖
教
に
彼
を
叙
階
さ
せ
た
c

こ
れ
は
不
当
で
あ
る
と

訴
え
た
書
簡
で
あ
る
。
も
う
一
通
は
、
ボ

l
ウ
エ
叶
教
グ
ア
リ
ヌ
ス
、
オ
ル
レ
ア
ン

司
教
オ
ド
ル
リ
ク
ス
、

そ
し
て
ト
ゥ

i
ル
大
司
教
ア
ル
ヌ
ル
フ
ス
の
一
二
名
の
高
枕
型

職
者
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
ο

被
ら
は
近
隣
教
区
の
良
心
的
な
司
牧
者
と
考
え
ら
れ

r

」
、
こ
c

-
L
1
 王
ロ
ベ
ー
ル
と
サ
ン
ス
大
司
教
は
シ
ヤ
ル
ト
ル
教
会
が
同
意
し
な
い
人

物
を
吋
教
と
し
て
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
は
無
学
三

5
Z
で
あ
る
の
み

か
、
司
教
職
の
何
た
る
か
を
知
ら
な
い
人
物
で
あ
り
、

司
牧
者
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な

し、

彼
は
ぺ
盗
人
や
強
盗
の
よ
う
に
」
《
田
岡
市
三

P
円
2
Z
2
0
》
シ
ヤ
ル
ト
ル
教
会

に
忍
び
込
も
う
と
し
て
お
り

の
司
教
が
協
力
し
て
こ
れ
を
歌
促
し
、
山
止
し

て
い
た
だ
き
た
い
、
と
c

手
紙
の
い
え
末
で
、
シ
ヤ
ル
ト
ル
教
会
が
選
出
し
た
ア
ル
ベ

ル
ト
ウ
ス
は
マ
ル
ム

1
一アイ
T

一
の
修
道
士
に
な
っ
た
こ
と
、

E
が
叙
任
し
た
か
の
狼

E同)戸田

(
U
H

テ
オ
デ
リ
ク
ス
)
が
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
な
ら
ば
、

ア
ル
ベ
ル
ト
ウ
ス
の

司
教
就
任
を
待
ち
望
む
一
一
川
の
気
持
に
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
り
が
な
い
こ
と
を
告
げ

て
い
る
c

一
一
一
通
け
は
ク
リ
ュ
ニ
!
修
道
院
長
オ
一
ア
イ
ロ
ン
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
c

偽
り
の
司
教
テ
オ
デ
リ
ク
ス
の
主
張
に
耳
を
か
し
た
り
、
シ
ヤ
ル
ト
ル
伯
ユ
|
ド
に

彼
と
折
り
人
へ
円
い
を
つ
け
る
よ
う
に
説
筒
し
な
い
で
ほ
し
い
。
神
は
あ
な
た

(
オ
デ
ィ

ロ
ン
)
を
こ
の
世
に
お
い
て

一
間
取
も
輝
か
し
い
鏡
」
《
n
z
z
g
ロ
ロ
ロ
5
4
2
己
記
ロ
》

に
な
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
ど
う
か
こ
の
問
題
に
つ
い
て
最
斉
と
お
も
わ
れ
る
方
法

を
ご
教
示
願
い
た
い
、
と
書
き
送
っ
て
い
る
。

司
教
座
聖
常
参
事
会
員
の
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
オ
デ
リ
ク
ス
は
結
局
フ
ユ

十
四

ル
ベ
ー
ル
の
後
継
者
と
し
て
シ
ヤ
ル
ト
ル
司
教
の
照
に
つ
き

-
O
四
八
年
四
月

十
六
円
に
世
を
去
る
ま
で
二
十
年
間
そ
の
地
い
に
と
ど
ま
っ
た
の

ヱ
へ
の
忠
節
た

け
が
唯
一
の
と
り
え
で
あ
る
無
学
な
人
物
が
、

フ
ユ
ル
ベ
ー
ル
ー
と
い
う
卓
越
し
た
司

教
の
あ
と
を
襲
っ
た
の
で
あ
る

F

こ
れ
は
王
が
国
王
司
教
用
の
寸
教
に
い
か
な
る

タ
イ
プ
の
人
間
を
求
め
て
い
た
の
か
を
一
ぶ
す

つ
の
例
で
あ
ろ
う
コ
テ
オ
デ
リ
ク

ス
の
可
教
就
任
か
ら
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
シ
ヤ
ル
ト
ル
教
会
は
混
乱
に
陥
る
。

一
O
ん
O
年
ま
で
に
併
称
者
や
型
職
先
買
者
な
ど
七
人
の
叶
教
が
あ
い
つ
ぎ
、

ヴi

--c 
ぴ〕

中
に
は
追
放
さ
れ
、
教
早
に
よ
っ
て
廃
伏
さ
れ
た
司
教
も
含
ま
れ
た

ζ

シ
ヤ
ル
ト
ル

教
会
が
一
両
び
比
什
引
い
の
栄
光
を
と
り
も
ど
す
た
め
に
は
、
著
名
な
教
会
法
学
宥
イ
ヴ
オ

の
司
教
就
任
(
一

O
九

O
年
)
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る

υ

日1
1 

た
と
え
ば
以
ド
の
昨
典
の
ブ
ユ
ル
ベ
ー
ル
の
項
け
を
み
よ
c
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h
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p
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三
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、
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定
F
b
s
z
Q
札
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同
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2
1
岡
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F
m
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一
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門
司
h
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~
p
c
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1
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h
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ミ
H
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ご
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・

3
6
F戸
高

J
g。
・
い
ず
れ
も
イ
タ
リ
ア
川
身
説
を
採
用
c

な
お

ロ
ミ
円
。
ロ
コ
ミ
ミ
の
フ
ユ
ル
ベ
ル
の
項
日

(
k
r

・
5
0
2
m
じ
が
執
竿
)
斗

l
事

L
し

記
昨
胤
(
の
中
で
は
説
明
が
円
以
も
詳
細
で
あ
り
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Fulbert et Odilon 

SEKIGUCHI Tak巴hiko

フ
ニヱ

ノレ
ベ Fulbert，eveque de Chartres‘voulait savoir ce que on p巴nsaitde lui et comm巴nton jugeait 

'"' sa conduite. Il se regardait comme indigne de l'episcopat， auquel il n'etait parvenu que par son 

と
ォー merite号 etantd'une naissance obscure et peu fortunee. Dans cette penible inquietude司 ilconfia 

ア
ィ 8essoucis a Odilon， abbe de Cluny， lui del11andant 8es conseils sur la conduite qu'il devait tenir 

ロ
ン C0l11l118eveque. Dans sa reponse町 Odilonle cosid色reC0l11l118 un admirable docteur et pasteur 

関 auquelil ne manque pour etre parfait que la profession religieuse. La lettre se terl11ine par le 

口
conseil suivant: Une seule chose encore vous l11anque ((Adlmc unum tibi deest)) . Ce qu'elle est， 

vous le savez assurel11ent 
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